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1. 緒 言

人が作物を栽培するためιつくった耕地仁適応して半自然的仁生ずるものが雑草である.この雑草
は栽培植物とも，また自然の植生地仁自生する野草の仲間とも異るといわれ，それらは耕地で作物

と混生して作物の生育を防げる害草である.これらの雑草は人仁よって容易仁分布される.いわゆる

帰化植物やまたは広い範囲に分布をもっコスモポリタγが多くて，その地理的分布はフロラ成立の原

因や地史的の意義はきわめて少なし現在の気候的指標仁すぎないともいわれている.

著者はこれまでの報告(1651.......54)で本邦の田畑およびその畦畔，農道仁広く分布する畑地雑

草を53科302種， 同じく水田雑草を43科191種，畑地， 水田のどちら仁も発生する共通種を

18科76種とし，田畑雑草総数は75科417車種と算定した.なお，著者(1954)は開墾，開拓当

初のみ雑草として残るが，後仁田畑の熟化仁つれて耕地から追出されていく野草を一時的雑草とし，

また一般仁は野草であるが，ある地方では雑草として認められるものを局地的雑草としてそれぞれ調べ

た.その結果，畑地では41科157種，水田では24科67種を認めた.次lこ耕地雑草の圏内におけ

る地理的分布の調査では，北海道は本州以南と仁比べて雑草の種類， 地理的分布のちがいがかな

り大きし本州・四国 ・九州では分布のちがいが極めて小さかった.なお，この調査仁ついで，当時

の文献から海外の分布を調査して，本邦と海外との耕地雑草の比較を試みた.それによれば日本の

固有種は畑地雑草ではネザサ類，水田雑草ではアギナジのみであり，その他は外国との共通種で，

朝鮮との共通延種数は畑で約280種判(水田約180種〉中国240(160)，東南アジア82(73)， 

印度77(64)，北東アジア(満洲・ジペリア・棒太・カムチャーyカ)63 (55)，ヨーロ ッ J~ 1∞(44)， 
北アメリカ95(39)，西アジアまたは中央アジア49(18)北アフリカ54(35)，オーストラリア47

(28)，中南米20(11)種であった.このように本邦雑草は朝鮮および中固との共通分布種が田畑

とも最も多く，ついで畑地雑草ではヨーロッJ~および北米とのものが多やが，水田雑草では東南アジア

との共通種であった. また畑地雑草仁は約50種の狭義の帰化植物(他に地方的雑草と認められる

帰化植物が約90種"竹があるのに比べて，水田雑草で狭義の帰化植物と認められるものはホテイア

オイ，オランダガラジの2種..**にすぎない点が注目された.つぎに一時的雑草の224種のうち日本

固有種が15種あり，前記の耕地雑草よりその固有率が大きしi'，そして共通種では朝鮮150種，中

国127種，台湾76種，北東アジア56種が殆んEを占め，東南アジア・印度・中央または西アジア・

ヨーロ川1・北米などの地域との共通種はそれぞれ延種数10.......20種仁すぎなった. 恐らく，それら
-・・・ー・ー・・・・・ー・・・・・・・ー・・...-.......‘t................ー・・‘.......・・・・・・ ・・・・・‘......................・・・・・・・・....・e・・・.....................‘・・・ ・ー ••••..•. ・・・・
脚註 事この種類数にl土佐畔雑草を含めた数で， 畑地でそれは10J.水田88種， 強害掌は畑63.水田
30種，寄草は畑139.水田73積があ否.しかし田畑内のみに生ずる種類は少数で，他の多くは畦
畔また原野にも生ずる.
梓その後の調査で延共通分布種が朝鮮で畑約加O種C水回約lω種l中2田(170)位推定された.
車場*最近.それらのうち，ブタクサ.オオニジキソヲ.オオアレチギク，アメリカフクロ， ホソアオゲイトヲ，
ダントポロギク，ハキダメギクなE各地で雑草になりつつある 、

材料2種の他仁オオフサモが水路書草となった.
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の一時的雑草の多〈は，かつて日本列島が大陸から最後lこ離れた当時*からの地続的共通自生種で

あると想像される.一方の耕地雑草にもこの一時的雑草と同様に東アジア， 北東アジアの共通種は

地続以前から分布していたものであろう.しかし，速いヨー口ッパ・北米の共通種や，また印度や東

南アジアとの共通分布種には近世以来に渡来した狭義の帰化植物の他に，前川(1943)のいう古

い時代の帰化植物，すなわち， 旧帰化植物や史前帰化植物があり，それらは人類によって分布さ

れたことが暗示されると述べた.

きて，ここに一歩進めて，さらに，これらの各雑草の海外におけるくわしい分布とその原産地，来

歴を解明することは雑草の特性を知る上仁重要な課題である. しかし， それはなかなか難しし、問題

で，この解明は一朝一夕では進まないと考える.著者はここに日本の耕地雑草の原産地の推定の手

掛りとして，日本の雑草と外国の雑草種類どの比較， 各種類の現在における分布範囲，および熱

暖，温，寒帯性のEれに属するかそのちがい，帰化植物と旧帰化植物，史前帰化植物説を参考に

して，各種類の原産地を推定した.この推定の誤りは大方の御叱正を得て将来の機会に加筆訂正

するとして，一応ここに報告したい.

2.外国と日本との雑草種類の比較

GRAY (1879)は世界各国の雑草の多くは，恐らく人類の移動と共に直接，間接に輸入された

移入植物であろうと述べた.また1895年のアメリカ農務省年報にはアメリカの厄介な雑草200種を

リストして，そのうち自国産は92種，その他は外国から移入したもので，ヨーロッパから64，旧世

界20，熱帯12，南アメリカ5，コスモポリタツが5種であるとした. KELLERMAN (19∞〉らは

オハイオ州の2060種の植物種類のうち430が外国種で，その83%は東半球からの種類という.

QUISUMBING (1923)はフィリッピγ雑草16科59種のうち，その大部分li外国の原産であるとし，

意識的lこ伝矯したもの10種(このうち2種は疑わしし[¥)， 残りの49種は無意識的に伝播して来

たもので，そのうち南北アメリカを原産とするもの 18，印度 2 ，アジアおよびヨーロ')I)~7 ，旧世界

2，残りの27種は原産地が不明紳であると述べた，それらの雑草種類の大多数が日本との共通種

であることがわかった. また MUENSHER(1935)は北アメリカの雑草約5∞種のうち， 北アメリカの

自生種は196であり，その他は外国との共通種で，そのうち177がヨーロッパ原産， 66はユーラジ

ア，15種は熱帯アメリカ，その他であると述べた.それらのうち約70種は日本でも雑草として発生して

いる.その他，レニツグラード応用植物研究所のMAI'TSEV(1926)が記載してやるソピ工ット連邦の

雑草165種のうち，日本どの共通種は84種あり， そのうち約50種が日本でも雑草となっている.オ

ーストリアのCURRIE(1940)は重要雑草の大部分が移入植物であり，自国種は2種のみであると述

べ，イギリスのBRENCHLEY(1920)は230種の雑草を記載しているが，そのうち約80種が日本にも

見出された.ノールウェーの KORSMO(1935)の著書にはヨーロッパの雑草306種を記載している

が，それらのうち247種は広〈ヨーロヅパ，カナダ，北アメリカ仁分布してやる.一方，ヨーロッパに

発生して， カナダとアメリカに見られないものはただ44種のみである. またそれらの種類のうち約1∞

種は日本仁も見出される.ドイツの RADEMACHER(1940)はドイツの重要な害草約130種を穀

物畑，テソサイ畑，飼料畑，疏菜地，果樹園，その他の別に記述した.その内で約80種が日本

にも見られる. C∞KAYNE その他(l932~35)はごュージーラツドの南島の低い草原地帯植物では

・洪積世末期または沖積世初期といわれる.

柿著者の調査ではこれら27種の大郎分li東アジアまたは東南アジアの原産種と考えられる.
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在来種216種，外来種74種があり，後者は棟地に多く，それは帰化種というよりはむしろ一時的

侵入 t偶着)者とやう.また内地種と外国種との生存競争は通常考えられているようにはげしいもの

ではなく， それは生活型のちがいによるもので， 内地種は撹乱されない土地に， 外国種は非常に強

く撹乱される土地に生じ，また外国種は主として低地仁あり，高地lこなる仁したがって少なくなり，

その攻撃力も小きくなるという.正宗(1956)も帰化植物は自然植生との競争ではなく破壊地域

に入ってやくと考えてやる.それらの文献によれu北アメリカ，カナダ，オーストラリア，ニュージーラ
ツド，イギリスなどの国仁おいて重要雑草の多くは外国からの渡来種であることは疑う余地はない.し

かし，一方，耕地雑草として自国を原産とする自生種をもつことが知られる.ここに，それらの文献

仁よって外国雑草と日本の雑草種類とを比較すれほ，西欧，北米で厄介な雑草は日本でも畑地に

おいては厄介な害草となっているものがかなり多~'.たとえば，欧米の畑，とくに禾穀畑の雑草にはフタ

クサ， ノゲジ， ノポロギク叱工ゾノキツネアザミ， トウコギ，ヒメムカジヨモギ， ハチジ gウナ，ヤエムグ

ラ，ホトケノザ，ナズナ， グソパイナズナ，ジロザ，アオゲイトウ， ハコベ， ソパカズラ， サナエタデ，

ハルタデ，マソテマ，オオツメクサ，スイパ，ヒメスイバ，カラスムギ，ドクムギ，ノピ工，キツ工ノコロ，

エノコログサ，ナギナタガヤ，スズメノカタピラ，スズメノテッポウ，ヒメカモジグサなどがあり，それらは

日本でも厄介な害草であるoしかし，その反面，日本で厄介なネザサ，ヒナタイノコズチ，イタドリなど

のように北米やヨーロッパに見出せないものもある，なb 日本のゴボウと同一学名のものが北米では

牧草地の厄介な雑草という.欧米ではカミヅレ類，クロガラジ，ノハラガラジ，ノラ二ツジソ，オオパガ

ヲジ，オカヒジキなどが害草であるが， 日本にはそれらは帰化植物として存在していても厄介な害草と

なってはいない.また日本では草花として栽培されているヤグルマギク， ヒナゲジ， ヒナギク， カミツ

レ，フラツスギク，三色スミレなども欧米では耕地に自生し，それらを雑草仁入れている.おそらく，

そのちがやはこれらの種は西欧の比較的涼しし乾燥した原産地の気候風土に適応してやるので，

高温多湿を迎える日本では，それらが生育に適しないため逸出しても雑草化しないのであろう.また中

国では孫(1955)が北京近郊の畑の主要雑草52種をあげている. そのうち日本に見られないもの

は6種のみであり， アカザ， スズメガヤ， メヒジパ，エノコログサ， ノピ工， アオゲイトウ， ナズナ，

クソニツジソ，キツネアザミ， オナモミ， ハマヨモギ， スベリヒユ，ハマピジ柿，マメダオジ，チャガヤ

ツリ，タカサゴソウ，ハチジョウナ， コニシキソウ，チガヤ， コヒルガオなどを強害革または害草として

いる. また水田雑草の比較では，劉 (1955)が中国の蘇詰育館一帯の水稲田の雑草として98種の

分布，加害状態をあげてひるが，日本に見られないものは7種仁すぎず，そして，タカサフロウ，カワ

ジジャ，アゼトウガラジ，キクモ，アブノメ， セリ， チsウジタデ， キカシグサ， クサネム， コナギ， ミ

ズアオイ，ホテイアオイ， ヒツジモ，ホタルイ， ヒヂリコ， クログワイ， ミズガヤツリ， コゴメガヤツリ，

グマガヤツリ， タイヌピ工，カズノコグサ， ミズオオバコ， ウリカワ， デツジソウ， ミズワラビなどを強

害草または書草としてやるのは全く日本と同じであるが，ただ同地帯には不漏水回や深水田が多いた

め， エピモ，ササパモ， イバラモ， サガミトリゲモ， トリゲモ， コスブタ， マツモ，ホザキノフサモ，そ

の他の水草が稲田中の害草となっている.また， ミミカキグサを水稲田中lこ常仁見る雑草としてやる

のは日本とちがう点である.またフィリ ッピツ，セイロンの水田雑草は日本のものと同種または変種が

ほとんどである.しかし，アメリカの KENNEDY(1927)がリストしてやるカリホル二ア州の水田雑草

*ノボロギクは近時，当地方では少なくなりつつある.

紳日本では砂地仁自生，北京地方では乾燥した畑の雑草という.
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44種仁1:1:， 日本仁ある同種雑草はノピ工，サヤヌカグサ，メヒジパペ カズノコグサ，ハマヒエガ工リ，

工ノコログサ，タマガヤツリ，ヌマハリイ，サナエタデ，赤米紳の10種のみで，他は日本の雑草の変

種または同属種であり，全く日本では見られない属種のものもある.

3.耕地雑草と近世以来の帰化値物および史前帰化植物

外固との交易の結果，意識的または無意識的仁輸入され，今日，二次的仁野生状態仁生育し

つつある外国系の植物を帰化植物とよんでいる. 日本仁おいて帰化植物というのは近世以来， とく

lこ明治年代以後仁輸入された種類で，大体の年代と原産地が記録せられ，それらを狭義の帰化植

物ともいっている. 矢野(1946)は日本の狭義の帰化植物を原産地別にすれば， ヨーロッパから

90，北米60，南米20，アジア40，濠州3，アフリカから2種があると述べた. 沼田および大野

(1953)は千葉県下に177種の帰化植物があり，草原，林地は人為の加わることが少なく，在来種

仁よって植生が北較的安定してやるので帰化率は4-5"でその侵入が最も少なし1の仁対し，人為的

仁かなり在来の植生が破かいされている都会地附近，畑地帯ではそれが32-49%と高く，水田地帯

では7-14%でやや低いという.久内(1950)は帰化植物の特性は全く外来雑草と称してよいとい

や，300種の帰化植物の性状，原産地など記載している.小倉(1957)の監修した「植物の事典」

仁ある帰化植物一覧表仁は54科392種が記被されており，それらを原産地別仁種類数を分けてみれ

ば，ヨーロッパ168，北アメリカ90，南アメリカ22，ユーラシア21，熱帯アメリカ20，中国 11.

熱帯アジア5，南アフリカ2種が数えられる.そして前述のヨー口'yJ~.ユーラジアおよび北アメリカな

どからの帰化植物で，日本の畑地で厄介な害草となっている種類で，ヨーロッパ原産はノポロギク，オ

ニノゲジ，ノゲジ，ヘラオオバコ， タチイヌフグリ， コメツ7ウマゴヤジ， グツパイナズナ，オラγダミミ
ナグサ， マツテマ，オオツメクサ， コアカザ， ヒメスイハ，アレチギジギジ， コヌカグサ，ナギナ夕方ヤ，

ドクムギ， その他で27種があり， ユーラジアの原産は， オオイヌフグリ， ウマゴヤジ，ホウキギ，ソ

パカズラ，オオアワガ工リの5種， 北アメリカの原産はハハキギク， アメリカセツダツグサ，ヒメジョオ

ン，ヒメムカジヨモギ，オオマツヨイグサ， コ二ジキソウ，ムラサキカタバミ， マメグツパイナズナ， ニワ

ぜキジョウの9種*紳， 熱帯アメリカおよび南アメリカの原産はアレチノギク，セシナリホオズキ，マツ

ヨイグサ，アオゲイトウ，ハリピユ，イヌムギの6種， また， ノゲイトウが印度原産とされ， 以上約

50種がある.一方，水田仁は狭義の帰化植物はホテイアオイ，オラツダガラジの2種である.このホ

テイアオイは熱帯アメリカの原産なので，気候的に拡がりが制限されて，東南アジア，フィリ ッピッ，

台拷では水路書草であるが， 日本では一般仁観賞植物であり，九州の南部地方紳柿では帰化して

いる.中国でも同様に観賞用が普通であるが蘇斯自完一帯では水稲田中に常にみる雑草である.オラ

ツダカラジは明治中頃仁オラシダから食用として輸入したものが逸出したという.

QUISUMBING (1923) はフィリグピシの雑草について起源， 来歴を述べているうちオヒジパ+の

原産地は東洋またはヨーロヅパであり，多分，歴史以前に渡来したと考えられるという.前川(1943)
ーー，..............，..........，............，.......ー・ ・・・‘・ ..... 白 ・・ ・・・・・・・・・‘・.........ー・・・・ー ・・・・ー......... .......... ..~. .... .~.. ... ・ ・ ・ e ・ ".・・ー・・・ ・ ・・ ー・・・ ・ー・

寧日本ではメヒジパは畑地雑書主であるが，水稲lこ畦立栽培の畦上または還元水田では，まれlこ発生す3.

制大正年代まで日本でも赤米はかなり混在が見出されていた.
柿$近時全国的雑草となっているホソアオゲイトヲを追加すればヨーロッパ28種，プタクサ，アメリカフワロ，ダシ

ドポロギク， オオニジキソヲを追加すれば北アメリカ13種.新熱帯原産にオオアレチノギクを追加して7種，

熱帯原産仁l士ハキダメギクを追加して4種となる.
料柿川崎 (1958)は大分県がホテイアオイの日本仁おける帰化の北限であろうという.
十著者ttオヒシパの原産地は旧熱帯とも考える.
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はいままでの日本内地への帰化植物は， 主として江戸時代以後のものlこ限られていたのは誤りで，

さら仁古い時代仁おいても当時の文化の移動量仁応じて， それ相応の帰化植物があったと考えられ

る.したがって，古代人類が居住していた石器時代にもすで仁人類の移動が行われたと信じられるか

ら 当時すでに若干の帰化植物を生じ， その一部もやはり残っており，それを， 史前帰化植物

(Prebistoric-naturalized plants)とよび，それは南方熱帯の稲の栽培地方仁普遍的な発生を見

る一年生草本で， 日本内地でも主として水田に随伴して生ずる一年生草本の一部は石録時代，

あるいはその前後仁米作をもって生活の恨拠とした古代人類がで本列島仁入ったときlこ導入した史

前帰化植物であって，それと考えるものを82種あげている.そのうち， 著者も同地方の原産物と推

定し，一致したもの仁は，コナギ，キカジグサ，ホジクサ， タカサフ口ウ， キクモ， チ=ウジタデ，ス

ズメノトウガラジ， アゼトウガラジ， アゼナ， ウリクサ， トキンサウ， クサネム， タイヌピ工， ヌカキ

ピ，ハヒヌメリ， アオスゲ， タマガヤツリ， ミズハナピ， コアゼガヤツリ， コゴメガヤツリ， ミズガヤツ

リ，テンツキ，ヒデリコ，アゼテソツキ， ヒソジガヤツリ， カワラスガナ， イヌタデ， ボンドクタデなど約

30種がある.しかし，その他は同地方の原産であっても，著者が畑地雑草と認めているものか，また

は，他の地域の原産種類と考えられた.また同民は日本内地〈中部〉の越年生草本，早春発芽

して初夏に枯死する一年生草本， 春より初夏lこ開花結実する多年生草本の類l主主としてヨーロッ

パ仁自生しており， それが日本の有史時代の初期， あるいはそれ以降仁大隆文化仁接触したこと仁

よって中国大陸を経過して入ったものではないかと考え， それを古い時代の旧帰化植物として36種

をかかげている.それらのうち，著者が畑地雑草とし，ヨーロッ)~，ユーラジア原産の旧帰化植物ま

たは旧世界の原産あるいは広汎種と考える種類はスイパ， サナエタデ， ノミノツズリ， ウジハコベ，

ハコペ，ナズナ，ホトケノザ，キウリグサ， トウグイグサ， ヤエムグラ，スズメノカタピヲ， スズメノチャ

ヒキ，スズメノテツポウなEがあった.

4.日本の自生雑草

日本列島l土地質的研究や化石的研究の結果，洪積世まで断続的仁アジア大陸との地続きであ
り，また一部の陸地位沖積世の初期まで連絡していたという.そのため日本の高等植物フロラは東ア

ジア分子が非常仁多~'.北村(1957) によれば，全世界で約 20 万の高等植物の種類があり， 日

本仁あるのはその約2%の4000種，うち日本特産の固有種は37%で他の大部分は朝鮮や中国に

も分布している.しかし，中国を越えて更仁遠くヘ分布しているものは少なし¥大井(1945)は170

科， 990属，約3700穫を牧録し，それらの多くは朝鮮，中国に亘って分布する.また日本および

東アジア大陸の暖帯，温帯地域では固有属，種類が多いが， 日本のみの固有属は少なしなお温

帯地域では日本地域の種が最も特色があるという.

著者(1954)払普通には原野草であるが開畑，開田の当初だけ残る一時的な雑草と，またあ

るし 2の地方で雑草と認められるが，他では野草としたものが総数224種と算定したが，その一時

的雑草は東アジア，北京アジアとの共通種が多数であって，特仁朝鮮また中国の中北部との共通種

が大部分を占めている.恐らく，これらの原野草の大部分はかつて日本列島が最後仁大陸から離れ

た当時からの地続きによる共通自生種であり，若干が島国に分離した後に渡り鳥などによる伝播であ

ろう.また，それらの種類以土日本特産種が15種 (6.7%)あるが，それは日本列島が大陸から離

れた前後仁日本の一部仁おいて固有化したものであろう.一方，耕地雑草は中国本土を越えた遣い
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外固との共通種が多いので，この一時的雑草〈野草〉と対照的であるが，また耕地雑草のうち仁も

日本，朝鮮，中国，台湾，また日本，中国，台湾との共通種lこは水田で4種， 畑で15種の強

害草と1O~20 余種の害草がある， しかし北中国， 朝鮮，ジベリヤなEどの共通種仁は陛畔雑草が

多く， とく仁水田ではそれが大半を占めている. また日本ど東アジアを合せた共通種が畑地で 134

種，水田で85種，田畑雑草ども約45%であるが， それらの大部分は一時的雑草と同様に自然

的分布の共通自生種であると考えられる.

5.雑草の起源と日本の雑草の原産地および来歴についての考察

野草と雑草どは， しばしば混同されているが，野草は原野に自生し，雑草は人類が定着して作物

をつくるため， 耕地をつくった結果，そこ仁生れたものである.SAUER (1952)は雑草とは耕地にひ

とりで仁定住する能力があって， 原野に生ずる真の野生種とも真の栽培種どもちがっている. そして

人類以前の古代仁おいて自然の植生の種類から現代の雑草の祖先仁変ってからEの程度に進化し，
Eこまで移動したかの問題が重要であるという. EDLIN (1952)は耕地の寄生植物が雑草で，当然

起る疑問は招かれないそれらの植物が人類ど同伴する雑草にやっの時代に変って来たのであろうか，

オオツメクサ， 二ワヤナギ，その他が新石器時代の遺跡から発掘され，また後期青銅時代からはイラ

クサ類，ケジ類その他の多くの雑草が穀類と一緒仁発掘されている.この点から見て，有史以前の農

業においても，人類はすでにわれわれが，今日厄介視してやる多くの雑草と争っていたと考えられる.ま

たDANSEREAU(1957)は外国から入った種類の大部分は住居地，都会地，荒地および耕地などに

帰化して~，て，それらは撹乱されない土地には稀仁しか侵入しない.それゆえに自生種との競争に小さ

い.僅かに水生，水湿性の八リイ， トチカガミ， ミクリ，カヤツリグサ類が自然群落に入ってくる.ま

た同書仁は ANDERSON(1952)がいうようじ，生物学的観点から耕作植物と雑草とを区別するこ

とはできない.雑草は耕作植物/かという.HELMQVIST (1950)はアマ畑の特殊の立地条件下仁

発生する各種の雑草仁ついて，雑草化の方向どその地理的分布および移住の経路，原産地を論じ，

栽倍アマの原産地を推定する手掛りを得ようとしてやる. すなわち， 各種のアマ雑草は殺培アマの

生育習性どアマ畑からアマの雑草の除去およびアマの種子から雑草種子を選別しようとする人聞の干

渉によって，雑草がアマ形状仁似てくる.このような人為淘汰の結果払(1)古代， (2)歴史の

初期，(3)比較的近世のアマ畑仁おいて，アマ仁よく似た草状をもったアマ雑草が生ずる様仁なった

としてやる. 岡(1949)の引用仁よれば， SINSKAIAがBrassicanigra K∞Hの生態型の分化に
ついて，栽培型と雑草型の2つがある.すなわち，栽培型のB.nigra var. orientalis SINSKは

小アジア気候型として小果，小種子を持ち，晩生で分枝性が小さし¥雑草型はセイヨウナタネとの

共棲型B.nigra var. psedo・camμstrisSINSKで，このformの起源はセイヨウナタネの栽培され

る中で起る漸次的な淘太仁よって， 雑草型が成立した. 盛永(1951)は水回地帯のヒエは草形が

はなはだ水稲仁よく似て，水稲擬態をしたヒ工だけが容易に残存し得るためと見られ，脱落性だけが

水稲仁似てゃないとやう.著者(1954)は畑に多いヒメイヌピ工は湛水中では殆んE発芽しないが，
稲田仁多やタイヌピ工は湛水中仁もよく発芽し，草形は直立して水稲仁よく似ており除去されにくい.

また，本邦の水稲が南から北へと開花が早くなるに伴って，このタイヌピ工の開花も早く，水稲の刈

取られる以前にそれらは成熟落下することを知った. 沼田(1958)はこのように水田雑草ヒ工の水

稲によく似た形態的，生態的特性をもった水稲の臨伴強害草としての変種形成は，恐らく，水稲

が栽培される環境と切りはなせない関係のもとに行われたものであろうとやう.以上は或る作物に随伴
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する特殊な雑草の成立であるが，一般の雑草は，耕やす土地で植物体を維持し，子孫を繁殖するも

ので， それらは裸地でも， 作物下でも， たやすく発芽し，短期間に成熟結実して次世代を残すも

の，また切られた1片の根茎からも容易仁再生するもの， またその形状が作物と区別しLこくいものが

雑草として， 作物と一緒仁耕地仁生存でき， 他の耕地ヘ侵入できるのである. そして田畑内のみ

に生ずる純雑草ともいうべきものは生態的仁見て野草よりもむしろ作物仁近く，耕やすことのない畦

畔の雑草は野草と同じ生態のものといえる.耕地雑草の起源および雑草化の方向位前述のように一

定の作物仁結びついた特殊雑草のほかは自然の裸地に適応していた種類か後仁耕地仁入ったもの，

背，人類が利用していたと考えられるものが残っているもの，現作物と同一祖型からの雑草化，また作

物から逸出などいろいろあるが，大きく野草→雑草，野草→作物→雑草の2大方向が考えられる.

きて，日本の各雑草の原産地，来歴を考えて見るlこ，固有種と狭義の帰化植物とはその原産
地，来震の大体は指摘できるが，しかし，朝鮮，中国，浴海州などとの共通種のうち，共通自生種

と史前帰化植物との区別戸は容易ではない.すで仁述べたように，田畑雑草とも日本固有種はただ

}つずつ，他は外固との共通種である.そしてどちらも朝鮮および支那との共通種が最も多く，次は

畑地雑草では欧州，北米よりの帰化植物が多い，それらの原産地は比較的はコきりしている.しか

し，不幸仁して水田雑草の大部分はそれが不明で，前)Ifの史前帰化植物説以外に，この問題仁ふれ

たものが見当らない.我が国の繍の伝来仁ついて曾糖学，民族移動，各種文化の渡来と結び合わせ

て南方説，北方税および南北二元説がある.浜田 (1935)は帽の芽生器管の比較から朝鮮経由説

をとり，安藤(1951)は各説を紹介，批判したのち，一民族が他の民族の地仁移入する場合仁，その

もたらすところの食用作物は，その民族の常食で，広く栽培しているものであろう.そして，稲の原

産地は印度と南中国において，おのおの独立して始められたと考え，我が国の稲作は江南地方仁おい

て稲作を営み，米を常食とする南方民族が弥生式土梼時代(西歴紀元1世紀頃)，北九州およ

び朝鮮に，ほほ同じ時代仁双方に伝えたと考え，その稲は江南地方で栽培が発展していた日本型ウ

ルチ帽であろうと述べた.松尾(1952)は日本の稲の生態型の研究かちして， 日本欄の主要な系

統であるA型稲の祖先は南中国において裁培lこ移され， 恐らく， 中部中国を通じて直接仁日本仁

渡来し，分化したものであろうとし，渡来の経路は安藤説仁同意している.

本研究によって日本の水田雑草は中国中南部および東南アジアとの共通種が非常仁多く， しか

も，それらの多くは熱，暖地性の種類であり. したがって， 日本の多くの水田雑草の原産地位水稲

の原産地と同じ南中固または東南アジア地方であって，おそらく，歴史以前において水稲仁伴って，

それらの地方から中国中部を経て日本に渡来したたという前川の史前帰化植物説柿を支持したい.

例えば，水田雑草のうち南中固または東南アジアの原産であって，古い時代仁渡来した史前帰化植

物と認められた主なものにはコナギ紳ペ キカジグサ， ミズキカジグサ， 木ジクサ，アゼムジロ，夕方サ

7ロウJア7ノメ， キクモ， アゼトウガラジ， アゼナ，セリ，ポソトクタデ， イヌタデ， ミズオオバコ，

テツヅキ，タマガヤツリ， ミズガヤツリ，コゴメガヤツリ，タイヌピエ，ハイヌメリ， ヒヱガエリ，その他

である.こと仁日本の田畑雑草を各地滅別の原産種を掲げれは第1，2表のようである.

*区別li主として耕地に生え，熱，暖帯性植物で，中国中南部仁は分布するが，北中固またti満洲仁ないもの

は地続による自生種と見ず，渡来した史前帰化植物とした.

榊これらの渡来は人類によるが，なを，遠距離分布としては.他に小鳥，7JI;.風の分布も考えられる.

$柿コナギはタイ国では幼植物を食用に供するとIt，う，われわれの先祖も食用仁供したか?
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第 1表 本邦畑地雑草の原産地と海外の分布

1.東アジア自生種

(1)日本固有種 1

P/eiob/astus spp.ネザサ類(エ)

(2)日本，朝鮮 8

Artemisia ageratoides subsp. OlJaJtlS KITAIII.ノコンギク(1.K.). Lactuca dentata MAKINO 

ユガナ.Taraxacum Japonicum KO[1>Z.タンポポ.Ga/ium verum L. var. /acteum MAXIM・

カワラマツバ.Phyllanthus Matsumurae HAYATA ヒメミカシソウ.Achyranthys japonica 

NAKAlヒカゲイノコズチ.Poa nipponica KOIDLオオイチゴツナギ.Setaria gigantea MAKINO 

オオエノコロ.

(3 )日本，朝鮮，中国 26

Cirsium japonicum DC. ノアザミ(1.K. Cふ Inu/ajQtonica THUNB. オグルマ.Lactuca 

st%nifera MAXIM.ジシパリ.Lapsana hnmi/is MAKINOヤプタピラコ.Siegesbeckia pube・

scens Mば lNOメナモミ.Ajuga decumbens THUNB.キヲ yソウ.Perilla frutoscons BRIT. f. 

virides MAK1NOγソ.Ca/ystegia japon;ca CHOI8Yヒルガオ.Vio/a grypoceras A. GRAY 

タチツボスミレ.V. yedoonsis MAKINOノジスミレ.Corcho1'o.μ;$ tomentosa MAKINOカヲス
ノゴマ.Fa/cata japonica KOMAR.ャプマメ，Indigofera Psow:lo・t;nctoriaMATI!UM. コマツ
ナギ.Lespedeza pi/osa SIEB. et Zuoo・ネコハギ.Potentilla /1'agariojdes L. var. major 

MAXIM.キジムシロ.Sedum bu/biferum MAK1NOコモチマ γネシグサ.Draba nemorosa L. 

var. hebecarpa LINDBL.イヌナズナ.Raρhanus sativus L. var. rot加nistroidesMAltINO 
ハマダイコ γ• C/ematjs apijfo/ia DC.ポタソズル.Pu/satilla cernua SI'阻NG.オキナグサ，

おmiaqui/egiaadoxoides MAK1NOヒメウズ.'Achyranthes Fauriei Liv. et VAN・ヒナタイ

ノコズチ.Tu/妙aedu/is BAKERアマナ.Agropyron Kamoji OHW1カモジグサ.0.μismenus
japonicus HONDAチヂミザサ.Setar;a viridis BEAUV. var. purpurascons MA~IlII.ムラサキ

エノコロ.

(4)日本，朝鮮，中国，台湾 28

Gnapha/ium japonicum T町四・チチコグサ(J.K.C.Fふ Lactucadobi/is MAXIM・オオジ

シパリ.Siegosbockia g/abrescens MAKINOコメナモミ. Ga/ium trachyspormum A. GRAY 

ヨツパムグラ.Mazus st%nifer MAK1NOムラサキザギゴケ. Voronica canino-tosticu/ato 

MAKINOイヌノフグリ.C/inopodium chinense O. KUNTZEクルマバナ. C. conjine O. KUNTZli: 

トウパナ.Mos/a punctutata MAXIM. イヌコウ~"". Vio/a japonica LANG自D・コスミレ，

Astraga/us sinicus L. レンゲ.Cassia mimosoidos L. var. Nomame MAKINOカワヲケツ

メイ.Potenti/la disc%r BUNGE.ツチグリ.Rubus tarvifo/ius L.ナワシロイチゴ.Ror妙'pa

cantoniensis OHW1 コイヌガラシ.Cerastium vu/gatum L. var. g/andu/osum REGEL ミミ

ナグサ，Po/ygonum custidatum SIEB. et Zu∞.イタドリ.Boehmoria nivea GAUD. カラ

ムシ.Fatoua japon;ca BLUME. タワタサ.Humu/us ja.ρoniωSIEB. et Zu∞.カナムグヲ，
Pinellia ternata BREIT. カラスピシャク.Agrostis C/avata TRlN. var. Nukabo UHW1ヌカ

ポ.Erioch/oa villosa K凹 THナルコピエ.Digitaria chinonsis HORNEM.コメヒ・ンバ(J.K.F. 

C.Ic)， 1mρerata cy/indrica P. BEAUV. var. Koenigii DURAND et SERINZチガヤ.Trisetum 

bijidum OHW1カユツリグサ.Zoisia ja.ρonica ST1!iUD.シパ.Lygodium japonicum Sw.ツ

ルツノプ.
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(5)日本，中国.台湾 1 

Macleaya cordata R. BR.タケユグサ (J.c. Fふ

(6 )日本，朝鮮，台湾 10

Artemisia princeps PAMPAN.ヨモギ (J.K. FふAst，rYomena HONDAヨメナ，Trichosan-
thes cucumeroides MAXIM.カラスウ!)， Metaμexis japonica MAKnmガガイモ，Cauca/is 
scabra MAKI~O オヤブジラミ ， Vio/a verecunda A. GRAY ツボスミレ，Cissus jaρonica 

Wu.皿.ヤブガラシ，Sedum japonicum SIEB.メノマシネγグサ，Lotus cornicu/atus L. var. 

japonicus REOELミヤコグサ，A//ium nipponicum FRANCH. et SAV.ノピル.

(7)その他 9

Rubia cordifo/ia L. var. Munjista Miq.アカネ (K. F. C. cA. 1.)， Leonurus sibiricus L. 

メハジキ(J.K. C. F. Ic. Am.)， Prune//a vu/garis L. var. /i/acina NAK.uウツボグサ

(J. K. F. C. nAふ Vio/aminor MAKINO ヒメスミレ (J.Fふ Geraniumnepa/ense SWKl究

var. Thunbergii Ku∞ゲンノショウコ(1.K. C. 1ふKummeroviastriata SomNDL.ヤハズ

ソウ(J.K. F. C. Amふ RoriPpaatrovirens QHWI et HARAイヌガラシ (J.K. F. C. L)， 

Chenopodium a/bum. L. 'var. centrorubrum MAKINOアカザ (J. K. C. L)， Digitaria 
vio/ascens LINKアキメヒシバ tJ.K. F. C. SAふ

2.北東アジア 11.

P/antago camtschatica CHAM.ェゾオオバコ (J.K. nAふ Cuscutajaponica CH0I8Yネナシ

カズラ(J.K. C. nAふ Viciaunijuga A. BR.ナンテγハギ，Potenti//a Freyniana Bo町払

ミツバッチグ九 Che/idonium majus L. var. asiaticum QawIタザノオウ，Tha/ictrum 

Thunbergii DC.アキカラマツ，Rumex japonicus HOUTT.ギジギシ，Pi/ea viridissima MAKINO 

アオミズ，Luzu/a campestris DC. var. capitata MIQ・スズメノヤリ，Arundine//a hirta C. 

TANAKAトダシパ，Hieroch/oe odorata P. BEAUV.コウボウ.

3.東アジア→北京アジア自生種 9，

Picris hieracioides var. japonica REoELコウゾリナ (K.F. nAふ P/antagoasiatica L. 

オオバコ (K.F. C. nA. IcふMos/agrosseserrata MAXIM・ヒメジソ (K.F. C. nA. Ic. L)， 

Vio/a mandshurica W. BECKスミレ (K.F. C. nAふ Aca/yphaaustra/is L.エノキゲサ

(K. F. C. Ic nAふ Euphorbiahumifusa WlLLD.ニシキソウ (F.C. nAふ Saginajaponica 

QHwrツメクサ (K.F.C.nAふ Sci//achinensis B副 TH・ツルポ (K.F.C.nAふ Eragrostis

Niwahokori HONDA =ワホコリ (K.F. C. nA. Ic. E. Amふ

4.南中国一一参東南アジア原産 27

Creρis ja.ρonica B悶 TH.オェタピラコ (K.F. C. Ic. 1. Auふ Gnaphaliummu/ticeps W ALL. 
ハハコグサ (K.F. C. Ic. 1ふHemisteptacarthamoides Q. KUNTZEキツネアザミ (K.F. C. 

Ic. 1. Auふ Lactucadenticu/ata MAXIll.ヤタシソウ (K.F. C. Ic. L)， L. /aciniata MAKINO 

アキノノグシ，Justiciaρrocumbens L.キツネノマゴ (K.F. C. Ic. 1. AuふBothriospermum

tene//um FI8CH. et MEY.ハナイパナ (K.F. C. Ic.Iふ Ca/ystogiahederacoa WALL.コヒ

ルガオ (K.C. lcふ Cuscutaaustra/is R. BR. '?メダオジ (K.F. C. Ic. AuふLysimachia

c/ethroider DUBYオカトヲノオ (K.C. lcふ L.japonica TRUNB.コナスピ(K.F. C. Ic. 1.)， 

Cente//a asiatica U回.ツポタサ，Ha/oragis micrantha R. BR.アリノトウグサ (K.F. C. Ic. 

I.AuふLespodezasericoa MIQ.メドハギ.Mo//ugo stricta L、ザクロソウ (K.F. C. Ic. 1ふ

Po/ygonum何rfo/iatumL.イシミカワ，Houttuynia cordata TH開 B.ドクダミ，Comme/ina 
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benghalensis L.マルパツユクサ (F.C. Ic. 1. Afふ Cyperuspo/ystachyos RωTB・イガガヤヅ

リ(K.F. C. Ic. 1ふ Andropogonbrevifo/ius SWA町 Z ウジタサ (K.C. Icふ Cymbopogon

Goeringii A. CAMU自.オガルガヤ (K.F. C. Ic.)， Eragrostis ferruginoa P. BBAuv.カゼクサ

(K. F. C. Ic. 1.)， Miscanthus sinensis ANDER鑓・ススキ(K.F. c. Ic.)， Pennisetum a/otecu-
roides SPRENG.チカラシバ，Storobolus e/ongat附 R.BR.ネズミノヲ (K.F. C. Ic. 1. Au.)， 

Themeda triandra FOR8K.Var. japonica MAI!I:INOメガルガヤ (K.F. C. Ic. 1.)， Pteris mu/ti-

fida POIR.イノモトソウ (K.Ie). 

5.ユーラシア原産 25

Artemisia annua L.タソニ γジン (K.F. C. nA. 1. wA. E. Am 

va直町r.setωosum LED田E回B.エ‘ゾノ，ノノキツネアザミ (K. C. nA. cA. wA. E. Am.)， Xanthium struma-

rium L.オナモミ(K.F. Ic. E. Amふ Ga/iumsρurium L. var. echinospermon HAYEKヤエ
ムグラ (K.C. wA. E. Af. Am. SA.)， Veronica persica問IR・オオイヌヲゲリ (N)，E/sho/tzia 

Patrini GARCKEナギナタコウジュ (K.C. F. E. Am.)， G/echoma hederacea L.ヵキドウ

シ (K.C. F. nA. lc. E.)， Lamium amp/exicau/e L.ホトケノザ(K.F. C. l. E. Af. Am.)， 

Trig側 otis抑duncu/arisB問団.キウリグサ (K.C. 1. cA. wA. E.)， Euthorbia He/iωcopia 

L.トウダイグサ (K.C. nA. lc. 1. E. Am. Af 

(N.)工，Vi化CIωahirsuta S. F. GRAYスズメノエンドウ(K.F. C. E. Aη， Agrimoniaρi/osa 
LEDEB.キンミズヒキ (K.C. F. nA. Eみ Sanguisorbaoffic・ina/isL.ワレモコウ (K.C. nA. 

cA. wA. E. Am.). Capse//a Bursapastoris MEDIK.ナズナ (W.)，Ranuncu/us repens L.ハ

イキンポウゲ (K.C. nA. cA. E. Am. Au.)， Aronaria serpyl/ifo/ia L. var. elptoc/ados 

REICHB. ノミノツヅリ (W.)，Ste//aria A/sine GRI剛 var.undu/ata QHwrノミノフスマ

(K. F. C. 1. wA. E. Am.)， Kochia Scoparia SOHRAD.ホウ守ギ (N)，Chenopodium a/bum L. 

シロザ (K.C. nA. cA. wA. E. Am.)， Bi/derdykia Convo/vu/ωDUM・ソパカズラ (N).，

Rumex Acetosa L.スイバ (K.C. F. nA. cA. wA. E. Am. Af.)， Bromus jatonicus THUNB. 

スズメノチャヒキ (K.C. l. cA. wA. E. Am. SA.)， Ph/eum pratense L.オオアワガエリ，

(N) Setaria /utescens HUBB.キγエノコロ (K.F. C. nA. E. Amぶ

6.ヨーロッパ原産 33

Senecio vu/garis L.ノポロギク (N.)，Sonchω brachyotis DC.ハチジョウナ (C.nA. cA. 

wA. E. Am.)， Sonchω aster HILLオユノゲシ (N.)，S. o/eraceus L.ノゲシ，Va/eriane//a 

o/itoria MJENOH.ノジサ，P/antago /anceo/ata L.へラオオパコ，Veronica arvensis L.タ

チイヌヲゲリ，Medicago /upu/ina L. コメツプウマゴヤ、ン，M. sativa L.ムラサキウマゴ

ヤシ，Trifo/ium tratense L.アカツメクサ，T. retens L.シロツメクサ，Vicia set世間n

L カラスノ且シドウ (K.C. E. Am.)， V. tetrasperma SCH胞 B.カスマグサ(K.F. C. E. Af. 

Am.)， Th/as.がarvenseL.グシパイナズナ (N.)，Gerastium visosum L.オランダミミナゲサ，

Si・/enequinquevulnera L.マγテマ，Spergula arvensis L.オオツメタサ，Ste//aria media 

VILLAR8コハコベ S.neg/ecta W.ElBEハコベ (K.F. C. nA. cA. wA. Eふ Chenopodium

ficifo/ium SMITH・コアカザ， lN)， Po/ygonum nodosum PER8.オオイヌタテ (K.F. C. Ic. E. 

A乱)， P. Persicaria L.ハルタテ (W.)， Rumex Acetωe//a L. ヒメスイバ (N.)，R. 

cong/omeratus MURR.アレチギシギシ，R. crispus L.ナガパギシギジ， R.obtωifolius L. 

エゾノギγギシ，Agrostisρalustris HUD8.コヌカグザ，Avena fatua L.カラスムギ，Briza 
minor L.ヒメコパンソウ，F，stuca Myuros L.ナギナタガヤ，Lo/ium temu/entum L. ドク
ムギ，Poa annua L.スズメノカタピラ (W.)，P.ρrate間 isL.ナガパグサ (Nふ
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7.旧世界積 9

Verbena officjnalis L.タマツヅラ (K.F. C. E. Af. Am.). Tori/is Anthrjscus. G.且L・ヤプ

テラミ (K.F. C. nA・ cA.E. Af. Am.). Stellaria aquatica S∞F・ウシハコベ (K.F.C.nA.

E. Af.). Bulbostylis barbata KロNTHハタガヤ (K.F. C. Ic. L Af. SA.). Digitaria adscendens 

H副 R.メヒシパ (W.).Eragrostis ci/ianensis LINII:.ススメガヤ (N.).E.μlosa P. BE.4uv. 

オオニワホコリ (W.).Setaria viridis P. BKAuv.エノコログサ (K.F. C. nA. E. Af. Am.). 

Equisetum arvense L.スギナ (K.E. nA. Af. Amふ

8.北アメリカ原産 9

Astar subulatus MICHX.ハハキギク (N.)，Bidens frondosa L.アメりカセシダシグサ.Erige-

ron annuωPER1!・ヒメジョン.E・canadensisL.ヒメムカシヨモギ.Oenothera Lamarckjana 
S.BR.オオマツヨイグサ.EuPhorbia SUPina R.U'1N.コエシキソウ.Oxalis Martiana Zu∞・ム

ラサキカタパミ.LePidium virginicum L.マメグソパイナズナ.Sjsyrinchium a，司gustifolium
MlLL.ユワゼキシ aウ.

9.旧熱帯原産 5

Phyllanthus Urinaria L.コミカシソウ(K.c. Ic. E. Af. Am. SAふ Colosiaargentoa L. 
ノゲイトウ (N.).Cyporus rotundus L.ハマスゲ(K.F. C. Ic. Af. Am. Au. SA.). Cynodon 

Dactylon P.KRII.ギ=ウギシバ (K.F. C. 1. E. Am.)， Elousjno indica GABRTN・オヒシパ (Wふ

10.新熱帯及び南アメりカ原産 6

Erigeron linifolius WILLD. アレチノギク (N.)，Physalis angulata L.セシナリホホズキ.

Oenothera odorata }A叫マツヨイグサ.Amaranthus rotroflexus L.アヲゲイトウ. A. 

ゆ;1fOSω L."、リピ.....Bromωcatharticus V AHLイヌムギ.

11.世界広汎種 9

Bidens biternata MERR. et SHERFFセンダングザ (K.F. Ic. cA. Af. A仏)， Bidens pilosa L. 

2セシダングザ (K.Ic L Af. Amふ Veronicaperegrina L.ムシタ-4t(WふSolanumnigrum 

L.イヌホホズキ.Oxalis corniculata L.カタバミ.Portulaca oleracea L.スベリヒユ.

Amaranthωasce1fdens 1..0国品イヌピユ.PolYllonum aoiculare L. =.ワヤナギ.Ptoridium 

OI/uilinum KUHN ワヲピ.

情考

(1)括Dl内の海外仁於ける分布.J日本.K朝鮮.C中国.F台務.nA北京アジア(満洲，シベリア，
治海州，僚太).・山・・以下の分布仁はJを省略.1印度またヒラマヤ.Ic印度支那.cA中央アジ
ア.wA西アジア.Eヨーロッパ.Af ~ヒアフリカ. Auオーストラリア.Am北アメリカ.SA 南アメ

リカ.T 熱帯地方.N 帰化植物，この帰化相Il~の海外の分布は省略した.

和名のっき仁括孤のない種績の分布は前と同じ，ゴジ体の和名は強害草を示す.

(2)カワラマツバの母種は東アジア仁広〈分布，ウツボグサ，イヌナズナ，ミミナグサ，スズメノヤリ，コウボウ，

の母種Ij:北半球，クサノワクの母種はヨーロッパ，商アジアの温手持地方. ミヤコグサの母種は広〈旧世
界，北アメリカ仁分布，チガヤの母種は旧熱帯性という.

(3)ヱ/キグサ， 日本のメヒνパは熱帯性，アリノタヲグサはオーストラリアから来たともいわれ~.

(4)ムラサキヲマゴヤジは商アジア，スズメガヤ，イヌピユ，タチイヌフグリはユーラシア，オオイヌフグリは西ア

ジア及びアフリカ原産ともいう.

(5)アカザは印度また中国の原産， レンゲは中国の原産で教培から逸出. ホワキ苧は中国原産で裁矯から

逸出またはmョーロ ')1パ，西アジアのlli&:ともいう.
(6)タンポポは，カンサイタンポポの学名を用いたが.ここでは雑草としての類似種を含み，この種仁限定して

いない.
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第 2表 本邦水田雑草及び田畑共通種の原産地と海外の分布

L 東アジア自生種

(1 )日本間有種 1

Sagittaria Aginashi MAKINOアギナジ(J).

(2)日本，朝鮮 10(4) 

Lythrum anceps MAKINO ミソハギ (J.KふHypericum/axum KOlDZ. (コケオトギリ).H. 

Makinoi LEv. (アゼオトギリ).Po/ygonum minutu/um MAKINO (ヌカポタデ).P. nipρonense 

MAKINOヤノネグサ.Juncus Koidzumii SATAKE コモチゼキジョウ.Eriocaulon sikokianum 

MAXUI.シロイヌノヒゲ.Fimbristylis diPhylloides MAKINO (クロテンツキ)， Leersia oryzoi-

des Sw. var. japonica HACK.サヤヌカグサ.Azol/a japonica FRANOH. et SAV. オオアカウ

キタサ.

(3)日本，朝鮮，中国 18(9) 

Lapsana apogonides MAXU!. (コオユタピラコ)(J. K. C.)， Gratiola vio/acea MAXU!.サハ

トウガラシ. Lycopusramosissimus MAKINOヒメサルダヒコ.Hydrocotyle maritima HONDA 

〈タチドメ).EPilobium pyrrich%ρhum FRANOH. et SAV. (アカパナ).Hypericum erectum 

THUNB. (オトギリソウエ ChrysusPlenium Grayanum MAXII¥!. (ネコノメソウ). Ranunculus 

ternatus THUNB. (キツネノボタンエ Lycoris' radiata HERB. (ヒガンバナ).Juncus a/atω 

FRANOH. et SAV.ハナピゼキショウ.Eriocaulon Miquelianun KOERN・イヌノヒゲ.E. nippo・

nicum MAXll¥!.イトイヌノヒゲ.Carex Maximowiczii MIQ.ゴウソ .Cyperus microiria STEUD. 

tカヤツリグサエ C.nipρonicus FRANOH・etSAV. アオガヤツリ.Microstegium japonicum 
KOlDZ. (ササガヤ)..Potamogeton Franchetii BENN. et BAAG.ヒルムシロ.P. oxYPhy//us MIQ. 

ヤナギモ.

(4)日本，朝鮮，中国，台湾 16(5) 

Ranuncul;ω cantoniensis DC. (ケキツネノボタン)(J. K. C. FふR.japonicus THUNB.ウマ

ノアシガタ.Polygonum japonicum MEI8N.γロパナサクラタデ.P. Senticosum FRANOH et 

SAV. (ママコノジりヌグイ). Saururus Loureiri DECNE. ~、 γゲジ霊ウ. Anei/ema Keisak 

HA関K.(イボクサ).E/eocharis Pel/ucida P阻且L ハリイ.Kyl/ingia brevifolia RoTTB. var. 

leiJlepis HARA (ヒメタグ).Scirpus Yagara OHWIウキヤガラ.Poa acroleuca STEUD. ミゾ

イチゴツナギ.Saccio/epis indica CHA目Evar. oryzetorum OHWIヌメリグサ.A/isma cana-

!icu!atum A. BR. et B:>UCHEヘラオモダカ.Sagittaria pygmaea MIQ.ウリカワ.S. trifo/ia 

L.オモダカ.s. triforia f. /ongiloba MAKINOホソパオモダカ.Paspalum Thunbergii HUNTH 
(スズメノヒエ).

(5)日本，中国 2(1) 

A/oρecurus japonicus STEUD. (セトガヤ)(1. C.)， Eriocaulon decemflorum MAXIM.コイヌ

ノヒゲ.

(6)日本，朝鮮.台湾 6(2) 

Callitriche japonica ENGELI¥!・(アワゴケ)(J. K. Fぶ Po!ygonumconsPicuum NAKAIサク

ラタデ.Arthraxon hispidωMAKINO (コプテグサ).B!yxa ceratosperma MAXIM.スプタ，

B. japonica MAXIM.ヤナギスプタ.Potamogeton Miduhikimo MAKINO ミズヒキモ.
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(7)その他 6(3) 

Lycopω lucides TlJRoz.シロネ (K.F. C. nA. Am.)め'gro.ρhilala化 eaMIQ.オギノツメ

(~ぶ Ludwigia ovalis MIQ. ミズユキノシタ.Cyperus comρrossus L. (タグガヤツリ)(F. 

C. L 'Am.) Fimbristylis autumnalis ROEM. et SOHULT・tヒメテγツキ)(K. C.λm.)， Glyceria 
acutijlorp TORR. (ムツオレグサ)(K. Am.) 

2.北東アジア自生種 16(3) 

Utricularia jatonica MAKINOタヌキ毛 (K.C.'nAふ Gratiolaja.ρonica MI? オオアプノメ，

Triadenum japonicum MA回NO ミズオトギリ，Cardamine lyrata BUNGE. ミズタタラシ，

Polygonum Sieboldi MEIBN. var. aestivum OHW1 (ウナギツカミ)， Juncusρaρillos凶 FR・

et SAV.ホソパノコウヵ・イゼキショウ.Monochoria Kotsakowii RKGEL et MAAOKミズアフヒ，

Carex biwensis FRANOO;マツバスゲ， C. disρalata Bαmカサスゲ， C. Thunbergji STEUD. 

アゼスグ (K.nA.). Cyρerus orthostachyus FR: et SAV. (ウシタグ)~K. C. nAふEleocharis

mamillata LINDB. fil. var. cyclocaゆaKITAGAWAヌマハリイ.E. Wichurai BoCKLR.ジカタ

イ (K.nA.). Fimbristyljs verrucifera MAKINOアオテγツキ (K.C. nA.). AlismaPlantago-

aquatica L. var. oridntal~ SAMUELB.サジオモダカ.Hemarthrja sibirica OHW1 (ウシノシ

ッベイ】.

3.東アジア4 北東アジア自生種 10(4) 

Myriophyllum ussuriense MAXU!・タチモ (C.nAふ Potentil1acentigrana MAXUI・〈ヒメへ

ピイチゴi(K. F C. nA). Polygonum Maackianum REGELザデタザ・(C.nAふP.sagittctum 
L. var. Sieboldi MAXIM. (アキノウナギツカミ)(K. C. F. nAふ P.Thunbergii SIBB. et 

ZUOC.ミゾソパ (K.F. C. nA.). Juncus Leschenaultii GAY ":lウガイゼキシ巴ウ (K.F. O.nA. 

L). Commelina comm仰 isL. (ツユタサ)(K. C. nA. Am.). Eriocaulon robωti凶 MAKlNOヒ

ロハイヌノヒゲ (K.F.C.nAふ Cyperusamuricus MAXIM.チャガヤツJ)， Poa sPhondylodes 

TRlN. (イチゴツナギ)(K. C. F. nAふ

4.南中国一味南アジア原産 61(却)

Centipeda minima A. BRAUN et ABOHERB. (トキγソウ)(K. C. Ic.I. Auふ Ecl砂taalba 

HA剖 K. (タカサブロウ)(K. F. C. Ic. SAふ Lobeliaradicans Tn開 B. (アゼムシロ)(K. F. C. 

Ic. 1.). Wanlenbergia gracilis A. DC. (ヒナギキョウ)(K. F. C. Ic. Af. AuふActinostemma

lobatum MAXIM.ゴキズル(K.C. F. IcふOldenlandiadiffusa RoXB.. (フタパムグラ)(K. F. C. 

Ic.IふDoρatoriumjunceum HAMlLT.アブノメ (K.F. C. Ic. 1. Au.). Limno.ρhila aromatica 

MERRlLLシソタサ，L. sesseliftora BLUMEキタモ (K.F. C. Ic. L)， Li・nderniaangustijolia 

WETTBT. (アゼトウガラシ)L. Pyxidaria L. (アゼナ)(K. F. C. Ic. cA. E.). L. verbenaefolia 

P回 NEl心(スズメノトウガラシ)(K. F. C. Ic. 1ふMazusjaponicus O. KUNTZE (トキワハゼ3

Torenia crustacea CHAM. et SCHLTDL・(ウリタザ.)，Salvia brachiata RoXB. ミゾカウジュ

(K. F. C. Ic. 1. Au.). Lysimachia Fortunei MAXllI_.ヌマトラノオ (K.F. C. IcふOenanthe

stolonifera DC.セ1)(K. F. C. Ic. 1.). Ludwigi・0ρrostriatRoXB・チ gウジタデ (K.F. C.Ic. 

1. Af. Auふ Ammanniamultiftora ROXB. ヒメミソハギ (C.Ic. Af. Au.). Rotala indica 

KOE町 Eキカシゲサ (K.C. Ic. 1ふR.leptoρetala KOE町 E ミズキカシグサ (K.F. C. Ic. 1.). 

R. mexicana CHAM. et. SOHL.ミズマツパ (K.F. C. Ic. 1. Au.)， Hypericum ja，ρonicum THUNB・

tヒメオトギり)(K. F. C. Ic AuふAeschynomeneindica L.タサネム (K.F. C. Ic. 1. Af. Auふ
Potentilla wallichiana D且L・〈オへピイチゴ)(K. C. Ic..1ふPOlygonumBlumei MEI目N:(イ

ヌタデ)(K. C. Icふ P.fiaccidum MEIBN・ポγトタタデ (K.F. C. Ic. 1. Afふ P.nepalense 

- 135ー



tタエソバ)(K. F. C. Ic. 1ふMonochoriavaginalis PRI!8Lコナギ.Eriocaulon Sieboldtianum 

SI四・ etZu∞・ホシタサ (K.F. C. Ic. L Af.). Bulbostylis catillaris KUNTR var. trilida 

CI.AIlJI:E・イトハナピテンツキ(K.F. C. Ic. SA.). Carox breviculmis R. BR. (アオスグ)(K.

F. C. Ic. L Auふ CYtorus.dザormisL.タマガヤツリ (K.F. C. nA. Ic. E. Af: SAふ C.

ftavi・dusR町 Z. ミズハナピ (K.F. C. Ic. 1. Au.). C. globosus ALI伺(アゼガヤツリ)(K. C. Ic. 

LE.Auふ C.hakonensis FRANOH et SAV. (ヒナガヤツリ)(K. C. Icふ C.Hastan L. (コアゼ

ガヤツ1)) (K. C. Ic. 1. E. Auふ C.Iria 1.. (コゴメガヤツリエ C.ρaci.バcusOHWIシロガヤ
ツリ(K.C.. IcふEleocharistlantaginea R. BR. タログワイ(K.F. C. Ic.). Fimbristylis 

comtlanata LINX (ノテγツキ)(K. F. C. Ic. 1.). F. dithylla V AHL (テンツキ)(K. F. C. Ic. 

AfふF.miliacea V AHL (ヒデリコ)(K. F. C. nA. Ic. Am. AuふF.squarrosa VAHL (アゼテ

γツキ)(K.C. Ic. L E. Af.). F. subbist;cata NEI!8 et M回.(ヤマイ)(K.F. C. Ic. 1ふJuncellus

serotinus C. B. CL.uUl:B ミズガヤツリ (K. F. C. nA. Ic. E.). Litocartha microcothala 

Ku悶H(ヒ γジガヤツリ)(K. F. C. Ic 1. Auふ pycreussanguinolentus NE四カワラスガナ

(K. F. C. Ic. L AuふScirtω juncoidesRoxo.ホタルイ (K.F. C. Ic. 1ふS.mucronatωL. 

var. robustus MIQ.カ:/11νイ.Coix Lacryma.Jobi L. (ジュズダマ)(F. C. Ic). Echinochloa 

crus-gall; BBAUv. var. cryzicola OHWIタイヌピエ (F.C. nA. Ic. JふIsachneglobosa O. K'官 E・
Lチゴザサ)(K. C. lc. Au.). Lettochloa chinensis. NEI!8 (アゼガヤ)(K. F. C. Ic. L Auふ

Micro，ωst“eg. 
b;sulc伺atωumTH開 11.(ヌカキピ)(K. F. C. nA. J，ふ PoIytagonHigegaweri ST.EUD. (ヒエガエ
1)) (K. F. C. Ic. 1. A凪).Saccioletis indica CHA8B ，、ヒヌメリ(K.F. C. lc. 1. Auふ Ottelia

alismoides Pm弘ミズオオバコ.Ceratott，ris thalictruidos BRONON. きズワラピ (F.Ic. E. 
Amふ RicciocartusSpp.イチsウモ (Icふ

5.ューラジャ原産 13(5) 

Galium tri.バdumL.ホソパノヨツパムグヲ(K.C. nA. E. Amふ Voron;caAnagall;s・aquat;ca
L.カワヂシャ (K.F. C. Ic. wA. E. Af. Amふ Cicutavirosa L.ドタゼリ(K.C.nA. Eふ

Elat;ne triandra S四E・ミゾハコベ (Wふ Callitrichefallax P.rmtOvミズハコベ (K.F. C. 

nA. E. AmふDuchesnoa;nd;ca FOOK!l (へピイチゴ)(K. F. C. lc. 1. E. Amふ Cardam;ne

ftoxuosa WITH. (タネツケパナ)(K. F. C. nA. wA. E. AmふRanunculussceleratus L.タガ

ラシ(K.F. C. cA. wA. L nA. E. Af. AmふAlotlCurus aequalis SoBOL. var. amurensis 

OBWI (スズメノテッポウ)(K. F. C. nA. cA. wA. E. Am. Au.). Beckmann;a orucaeformis 

H伺 T(カズノコゲザ)(K. C. nA.E. AmふSalvinianatans ALL.サγシsウモ(K.C. nA. E. 

AmふEquis'Otumρalustre L.イヌスギナ (K.C. wA. E. Amふ E.ramosissimum DEBP・(イ

翼ドタザ)(K. C. E. Af. Amふ

6.ヨーロッパ原産 2 (1) 

Nasturtium q♂c;nale R. BR.オラシダガラシ (NふPolygonumlapathifolium L. (サナエタ

デ)(F. C. nA. Ic. cA. wA. E. Af. SAふ

7.旧世界種 18(8) 

Bidens triρartita 1.. (トウコギ)(K. F. C. nA. wA. E. Af. Auふ Hydrocoか'1，sibthortiodes 
L... (チドメグサ)(K心Ic.1. Afふ MyriophYllumtJerticillatum L.フサモ(K.C.nA.L

cA.wA.E.AuふNasturiumtal，ωtro DC. (スカシタゴボウ)(K. C. 1. nA. cA. wA. Af. Am. 
Auふ Juncusdecipiem NAIAlイ (K.F. C. nA. E. Am). Eleocharis acicuear;s Ro.Elf. et 

S冊目LT.マツバイ (K.C. nA. Ic. 1. cA. vrA. E. Af.). Scirpus Tabernaemontani GIIIEL.アト
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イ (K.F.C.nA.LcA.wA.E.AuふS.triquotor L.サ γカタイ (K.F. C. nA.. Ic. L Eふ

Echinochloa crus-galli BEAUV. var. caudata KITAGAWA (ケイヌピエ)(K. F. C. nA. L E. 

A凪).E. Crω-galli BEAUV. var. praticola QRWI (ヒメイヌピヱ)(K. C. nA. Ic. L 

Am.). Phalaris arundinacea L. (グサヨシ)(K. C. nA. Ic. L wA. E. Am.). Ot/ismenus 

undulatifolius ROEM. et SCHULT. (チヂミザサ)(K. C. lc. L E. Af.). Polypogon monspeliensis 

DP.8p'. (ハマヒエガへリ)(F. IC.. E. Af. Am.)， Hydrilla verticillata CA8P.タロモ (K.F.C.

Ic. E. Af. Au.). Hydrocharis asiatica MIQ.トチカガミ (K.C. nA. Ic. L cA. E. Am. Afδ 

Na巧Ija邸sgraminea Dl!!匹L.ホツスモ (K.F. C. nA. E. Af. SAふN.mi初inoゲrAr叫正.L何.トリゲモ (K.C. Ic. 

cA. 1. nA. E. Af.). Potamogeton cristus REG. et M“OKコパノヒルムシロ (K.F. C. nA. E. Af.). 
8.熱帯原産 2

Eichhornia crassipes SOL闘・LAUB.ホテイアオイ (Nふ Lemnapaucicostata HEOELM. 7オウ
キクサ (K.F. C. E. Am. SAふ

9.世界広汎種 8(1) 

Myriophyllum spicatum L.ホザキノプ・サモ (K.F. C. nA. 1. cA wA. E. Af. Am.). Cora-

tophyllum demersum L.マツモ (K.F. C. nA. w.ん E.Am. AfふPolygonumめIdroPiPer

L.ヤナギタデ (K.F. Ic. wA. Af. Am. Au.). Lemna trisulca L. ヒγジモ (K.C. E. Af. 

Am. Au.). Spirodela Polyrhiza SCHLEID・ウキクサ (WふPhragmiteslongivalvis STEUD. (ア

シ) (K. F. C. Ic. 1. cA. E. Am.). Najas marina L.イバラ毛 (K.C. Ic. cA. E. Am. Au.). 

Marsilea quadrifolia L.デγジソウ (K.C. lc. E. Af. Am.). 

10.不明 2

Spirogyra and Zygnema Spp.アヲミドロ類.Chara and Nitolla Spp.ジャジグモ類.

備考 1.分布符号は第1表と同u.和名( ) li湿った畑仁も生ずる田畑共通種名.
2.ヒガンバナは中国原産.ヒメオトギリは(北からオ【ストリヤヘ〉分布したものという.

3.ヘラオモダカ，スズメノヒ工li広汎種ともいう.アゼナ， ミズガヤツリはユーラジア原産とも考えられ-5.

4.オランダガヲジIIヨーロッパまたは南協アジアの原産， ミズワラビ，デンジソワは旧世界種ともいう.

第1.2表によれば， 畑地雑草ではヨーロッパ， ユーラジア，北米の原産を併せて74(25%)で

ある.また旧世界，全世界仁広く分布する広汎種が26(約9%).水田雑草では前者はわずか仁

15 t8 %)のみで少なく，後者は26(14 %)でやや多い.つぎに東南アジアの原産は畑地雑草

では57(19%).これには湿地性の田畑共通種を含めてやるのでこれを除けば27(12 %)仁対し

て，水田雑草では61(32 %)と大きいのは水稲と同じ原産地の随梓雑草であると考えられる. ま

た，東アジア，北東アジア大陸との共通自生種が畑地雑草 134.水田 85(どちらも約45%)と

半数を占めてやる. しかし， 強害草は畑地では15.水田は4種のみである. しかも， それらは中

国，台湾との共通自生種であって，水田では北中国， 北朝鮮， ジペリヤなど北東アジアを自生種

とする強害草は1積もなく， 害草も極めて少数である. 要する仁日本の厄介な畑地の強害草，害

草を見るに， ユーラジア， ヨーロッパの原産種類が多~'. つぎは全世界，旧世界のコスモポリタγ

と東南アジア原産，または東アジア，北東アジアの共通自生種があり，また少数だが遠く南北アメ

リカの原産および熱帯性種類が認められ， 一方の水田での強書草，害草は南中国および東南アジ

アを原産とする種類がもっとも多く，つぎはユーラジアの原産，旧世界または全世界のコスモポリタシ

である. かく田畑仁よってその原産地仁ちがいがあるが， どちらもその多数は外来種で占められ， 日

本固有種は1種ずつにすぎない.また，在来種としての東アジア，北東アジア大陸との共通的な自
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然的分布の自生種があるが， それらの多くは畦畔雑草で強害草 ・書草の少なし1ことが認められた.

以上現在仁おいて，畑地雑草と水田雑草のちがいは畑と湛水する水田との栽培管理を含めた環

境要因のちがい仁，加えて過去lこおいて，稲作と畑作物の来歴や年代のちがひも関係があることを物

語っている.それは，また，すでに園内の地理的分布で述べたよう仁， 北海道仁雑草が少なし1ことは

日本と南朝鮮及び中国とのちがいよりも大きし、のあるが，それは単に気候が寒ひとt..'う以外に北海

道の開拓が比較的近年であり，とくに水田の開発が遅れたことに原因があり，近頃，北海道の水田

開発が拡がるにつれて，本州の水田雑草と同じものが強害草仁なりつつある事実はこのへんの消息を

物語っていると見てよかろう.

6.嫡 要

(1)雑草は人が意識せずにつくったもので， 常仁人と結びついて移動伝播する. この報告では日

本の雑草，畑地302種， 水田191種〈うち共通種76)の各種類の原産地と現在における分布

範囲とを第1， 2衰のように推定した. また， その来歴を(1)近世以来， (2)古や時代，

(3)有史以前の帰化植物， (4)コスモポリタシ， (5)自生種仁わけられた.

(2)各地域別仁種類をまとめれば畑地雑草ではユーラシア，ヨーロッパ，北アメリカの原産種が

合せて74種 (25%)，旧世界，全世界の広汎種が約26種 (9%)である.一方，水田雑草は

前者が15種(8 %)， 後者が26種(14%)である. 最も多いのが東南アジアの原産種で61種

(32%)ある.それら田畑雑草の大部分は各原産地から史前， 古い時代， 近世以来，人によって

もたちされた帰化植物，また立コスモポリタγと考えられる.

(3)畑地雑草仁は近世以来，とく仁明治以後の帰化植物が多く，ヨーロッパからは27種とユー

ラシアから5種があり，強害草はノポ口ギク，タチイヌフグリ，オオイヌフグリ，ノゲシ，オラγダミミナ

グサ，ヒメスイパ，ナギナタガヤ，その他がある.また北アメリカからはヒメジョシ，ヒメムカタジヨモギ，

コニジキソウ，ムラサキカタバミ〈近時ブタクサ， オオ二ジキソウ，オオアレチノギク， ダシドポロギクが

広がってやる〉新熱帯及び南アメリカからはアレチノギク，アオゲイトウなどがある.

(4)古や時代の帰化植物には，畑地ではヨーロッパから 7種で， ハチジョウナ， カスマグサ，ス

ズメノエγドウ，ハコベ，オオイヌタデ，ハルタデ，スズメノカタピラ，水田では，サナエタデのみである.

ユーラジアの原産種には畑地では20種で，ナギナタコウジュ， ヤエムグラ，ホトケノザ，キウリグサ，

ナヅナ，ジロザ， ノミノフスマ， スズメノテッポウ，水田では13種で， タネヅケパナ，夕方ラシ，その他

がある.また旧世界，全世界の広汎種は，畑地26種，ウジハコベ，ハタガヤ，メヒジパ， スギナ，

カタパミ，スベリヒユ，ニワヤナギなど，同水田， 27種， トウコギ，フサモ， マヅパイ， トチカガミ，

マツモ，イバラモ，ウキクサなどがある.

(5)水田雑草には南中国及び東南アジアを原産とする史前帰化植物と考えられるものが多く認

められ，コナギ，キカシグサ，アブノメ， ホジクサ， タカサブ口ウ， キクモ，アゼナ， アゼトウガラジ，ウ

リクサ，イヌタデ，タマガヤツリ， コゴメガヤツリ，ヒデリコ，ハイヌメリ，タイヌピ工，その他があり，

それらは強害掌に属するものが多いのである.

(6)田畑雑草とも日本及び東アジアまた北東アジアとの共通種が多く合せて畑地で134，水田

で85種， Eちも約45%で半数に近い， それらは日本列島が大陸から離れた当時からの地続き仁よ
る自然的共通自主種と考えられた.うち中国，台湾地域の共通種には若干の強害草があるが北中

国，北朝鮮などとの共通種は畑地雑草も睦畔雑草が多く.強害草， 害草が少ない. とくに水田
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雑草にはこの地域のものは強害草がなく， 畦畔雑草の大半を占めてQる. なお日本固有種はネザサ

類，アギナジのみであった.
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